







































Extraction and Analysis of Elements Included in Egg Mass of Apple Snails











































シリカゲル薄層板(TLC Silica gel 60F )を用い
展開溶媒はヘキサン：クロロホルム：アセトン＝７：
２：１にて展開をおこなった。また比較するためのカ
ロテノイドのスタンダードとして、ゼアキサンチン、
β-クリプトキサンチンを用いて評価した(図７)。
Rf値はそれぞれ、ゼアキサンチン：0.11,β-クリプ
トキサンチン：0.4,ジャンボタニシ抽出成分：0.47
であった。
ジャンボタニシ抽出成分は、β-クリプトキサンチン
に近い移動度(Rf値)を示しており、類似の構造を有す
る可能性がある。
次に、分光光度計(JASCO V-630spectrophotometer)
を用い、吸光度の測定をおこなった。多くのカロテノ
イド類は400～500nmの可視部領域に強い吸収帯を持
つことが知られている 。この領域に吸収帯を持つ妨
害物質は少ないので、この間に吸収が観測されれば、
カロテノイド由来の吸収であると言える。ジャンボタ
ニシの抽出成分は463nmに吸収極大を観測すること
が出来た。すなわち、ジャンボタニシ卵塊にはカロテ
ノイドが含まれており、その濃いピンク色の由来成分
であることを強く示唆する結果となった。
◆まとめ
ジャンボタニシは有害動物に指定され駆除の対象に
なっている。食用として導入されたものの、現在は寄
生虫の存在も示唆され、ますます遠ざけられる存在と
なった。水田の稲や用水路のコンクリートに産み付け
られた卵はとても目を引くものである。その鮮やかな
ピンク色の成分は何であるかという疑問から本研究は
図４ 卵塊をすり潰した様子
図５ 撹拌の様子
図６ 分液漏斗振とう機および抽出の様子
図７ TLC分析結果
①：ゼアキサンチン ②：β-クリプトキサンチン
③：ジャンボタニシ抽出成分
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始まった。他に文献があまり存在せず手さぐりの状態
で行った。
今後、抽出した成分の単離精製を行いUV-VIS,
MS,NMR,CDなどのスペクトル解析実施し、ジャン
ボタニシ卵塊に存在しているカロテノイド構造を解明
する。
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